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　※印を付した課題等は、令和７年度事業において新たに公募を実施するもの。 頁
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    ① 政策ニーズに対応した革新的新品種の開発 6

    ② 新品種開発を加速化する作物横断的育種効率化基盤の構築​ 7

8

（１）温室効果ガス削減プロジェクト

　　① 東南アジアの小規模農家のための経済性を備えた温室効果ガス排出削減技術の開発 9

　　② 畜産からのＧＨＧ排出削減のための技術開発 10

　　③ 脱炭素型農業実現のためのパイロット研究プロジェクト 11

（２）化学農薬の使用量低減プロジェクト

    ① 環境低負荷型の化学農薬施用技術の開発 12 ※

    ② 農業生産に不可欠な生態系サービスの効率的な評価技術の開発 13

    ③ 省力的なIPMを実現する病害虫予報技術の開発 14

（３）化学肥料の使用量低減プロジェクト

    ① 子実用とうもろこしを導入した高収益・低投入型大規模ブロックローテーション体系の構築プロジェクト 15

（４）有機農業の取組面積拡大プロジェクト

    ① 園芸作物における有機栽培に対応した病害虫対策技術の構築 16

（５）エリートツリー等の活用・木材による炭素貯蔵最大化プロジェクト

    ① 大径材の活用による国産材製品の安定供給システムの開発 17

    ② 日本全国の林地の林業採算性マトリクス評価技術の開発 18

    ③ 針葉樹樹皮のエシカルプラスチック等への原料化 19

    ④ 炭素貯留能力に優れた造林樹種の効率的育種プロジェクト 20

（６）養殖における人工種苗比率拡大・養魚飼料の配合飼料給餌転換プロジェクト

    ① ブリ等の人工種苗の普及により顕在化する新たな疾病リスクに対応するための

　　　　効果的な抗菌剤使用法の開発
21
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（１）気候変動に対応するための農林水産業の温暖化適応技術の開発 23 ※

（２）魚介類養殖における気候変動に左右されない強力な赤潮対応技術の開発 24
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（１）生産現場強化プロジェクト

    ① 和牛肉の持続的な生産を実現するための飼料利用性の改良 26

    ② AI画像解析等による次世代穀粒判別器の開発 27

　　③ さとうきびの多回株出機械化一貫体系及び省力製糖技術の確立 28

　　④ 畜産生産の現場に濃厚飼料を安定・低コストに供給できるシステムの開発 29

　　⑤ ため池の適正な維持管理に向けた機能診断及び補修・補強評価技術の開発 30

　　⑥ AI等の活用による利水と治水に対応した農業水利施設の遠隔監視・自動制御システムの開発 31

　　⑦ 管理優先度の高い森林の抽出と管理技術の開発 32

（２）輸出力強化プロジェクト

　　① 日本と木材輸出相手国の樹木を外来病害虫から護る複合リスク緩和手法の開発 33

　　② ホタテガイ等の麻痺性貝毒検査における機器分析導入に向けた標準物質製造技術の開発 34

　　③ 魚類血合筋の褐変を防止する革新的冷凍技術の開発 35

（３）次世代育種プロジェクト

　　① 植物遺伝資源の収集・保存・提供の促進 36

37

（１）昆虫（カイコ）テクノロジーを活用したグリーンバイオ産業の創出プロジェクト 38

（２）健康寿命延伸に向けた食品・食生活実現プロジェクト 39
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42

　６．戦略的研究開発知財マネジメント強化事業

　７．海外・異分野動向調査

　８．みどりの食料システム戦略実現のためのアウトリーチ活動の展開
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